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論文の内容の要旨

　本論文は，高活性低施用量のため広く使用されているスルホニルウレア系除草剤に属する新たに開発された

aZi㎜S肚鮒㎝の，移植水稲への適用を考慮しつつ，作用特性，除草効果，水稲への安全性を検討し，その作用機

構および選択性機構の解明を既存のbensωfuron鮒thy1と比較・追究したものである。

　azi独su1furonの作用特性について，1．5－2葉期植物を用いて，温室ポット試験で水田雑草に対して高い除草

効果が示され，低薬量（6g　a．i．／ha）では一年生広葉（コナギ）に対する効果は低下したものの，多年生およ

びカヤツリグサ科雑草，特にミズガヤツリ，クログワイに対してbensu1furon磁ethy1（通常使用量51あるいは75

g　a．i．／ha）より高い効果が示され，水稲への安全性も高かった。また，azi磁su1furon（6g　a．i．／ha）とbensu1一

地ron　methyl（24あるいは36g　a．i．／ha）とを混合施用することにより十分な除草効果が示された。石英砂を用い

た実験でazi㎜su1furonはより高い生理生化学的選択性を有することが示唆された。

　a．i狐su1furonの作用機構・作用点に関して，ダイズおよびwi1d醜ustardのアセトラクテート合成酵素の阻害

活性を調べると，azimsu1f岨㎝のI50はそれぞれ3．！x　lO－8，2．O　x　lO■7Mとbensu1furon　methy1と同様極めて低く，

分岐鎖アミノ酸生合成系のアセトラクテート合成酵素が第一次作用点であることが確認された。

　azimsu1furonの水稲と雑草（ミズガヤッリ）聞の選択性機構が1ゑC標識化合物を用いて調べられた。水耕法に

おいても選択性が明確に認められ，地下部より吸収された1垂C－azims雌uron（ユx　l〇一6M）の茎葉部及び根部への

吸収・分布量は，低感受性の水稲の方が大きく，吸収・移行と感受性との聞の関連性は見られなかった。

［pyrazo1e一至4C］および〔pyri磁idi鵬一玉4C］azi搬su1furon（3xlO’6M）の植物体申での代謝物を溶媒で抽出，

HPLCで検出・測定すると，azimsu1f岨㎝は水稲の茎葉及び根部で速やかに代謝され，主代謝物のピリミジン環

メトキシ基の脱メチル体を生じた。これに対してミズガヤツリ体内での代謝・分解は遅く，その主代謝物は加水

分解物および数種未同定化合物であった。上記脱メチル体の生物活性は低く，aZi皿Su1furOnの水稲一ミズガヤツ

リ問の選択性は，主として解毒代謝能の差に起因すると考えられた。これら除草剤の解毒代謝にcytochm㎜e

P－450酸素添加酵素が関与している可能性は，その阻害剤を除草剤と同時処理することにより水稲の生育抑制が

促進されることより推測された。

　スルホニルウレア系除草剤と他剤との混用の効果について検討された。ポット試験でazimsuHur㎝の64ない

しユ25g　a．i．／ha処理で見られる水稲茎葉部の成育抑制は，尿素系のdy鮒on（450g　a．i．／ha）あるいはチオカー
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バメート系のdimepipera室e（3000ga．i．／ha）との同時処理により明確に軽減された。根部溶液処理

14C－azi服su1furonの吸収・代謝実験より，この薬害軽減効果にはazi㎜su1furonの吸収抑制および代謝（O一脱メチ

ル化）促進が関与していることが示された。

　先に示されたazi㎜su1fur㎝とbensωf岨on㎜ethy1のミズガヤッリに対する活性の差の要因が工4C一化合物を用い

て吸収・代謝の面より調べられた。両剤の感受性が顕著となる6日までの聞の，茎葉及び根部への吸収量の差，

処理後短時間内での茎葉部における代謝（加水分解等）速度の差，塊茎への畜積量の差が関与している可能性が

示された。

　azi蛆su腕ron6g　a．i．／haとbensu1f岨on㎜ethy130g　a．i．／haを混用した場合の環境要因の影響については，漏

水，日ヨ面水流亡，低温等の影響はほとんどなく残効および除草効果の低下はなかった。

　以上より，a．imsu1furonは、bensu1fu．on　methy1と同様の作用・選択性およびその機構を有し，多年生カヤツ

リグサ科雑草に対してbens雌uron搬ethy1より高い除草効果を示し，更に，両剤の混用により広範な雑草種に対

して安定した効果を示し，総使用量を減じることにより環境負荷を少なくする可能性が示された。

審査の結果の要旨

　本論文は，新たに開発された除草剤の作用特性及び選択性機構について，除草効果，安全性，作用機構，混用

の効果・薬害軽減，残効性と環境要因等広範な事項について究明し，特に選択性機構について王4C一化合物を用

いて分析更に生化学的に詳しく追究したものであり，この種の研究の基礎となるものである。

　スルホニルウレア系除草剤は一般に高活性で選択性に優れるが，環境条件が悪いと作物に薬害を生じることが

ある。azims雌雌onは，既存剤（bensu1f雌0R服e之hy1等）より更に高活性であるが，単独あるいは両剤を混合し

て施用量を減らすことにより水稲に対する安全性が高まり，更に多年生カヤツリグサ科雑草に対する選択作用性

が増すことを見出している。この選択性の機構が生理生化学的要因によることを明らかにし，2種の14C一化合物

を用いてイネ（科）と塊茎を有する多年生（カヤッリグサ科）雑草とを比較しつつ吸収・代謝を調べ，代謝物の

分析によりO一脱メチル体（ピリミジン環メトキシ基）をイネでの主要代謝物として見出し，選択的解毒代謝へ

のcytochro聰e　P－450関与を示唆した。本酵素は一般に植物体内での異物代謝に関与しているとされるが，活性

が低く不安定であるため十分な研究が成されていない面がある。本研究がこの面でも進展することが期待される。

また，他剤との混合効果・薬害軽減効果の機構についても14C一化合物を用いて代謝要因（O一脱メチル化）を明

確とし，更に，同じ植物において同時に2剤（azimsu1允r㎝とbens雌岨on腺ethy1）を比較して選択性要因を明

らかにしたが，この種の研究は従来なく，独創・新規性を示すものである。

　以上のように，本論文の目的，内容，構成，研究の進め方，考察，独創・新規性等において十分な水準にある

といえる。

　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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